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【事業報告】

平成 25年度
「大阪大谷大学教職教育センター」事業報告

仲野 務＊ ・峯山美智子＊＊

川合 智子＊＊＊・岡﨑由紀美＊＊＊＊

Ⅰ．平成 25年度

1．新たな試み

平成 25年度は、教職に関する科目に新設された「教職実践演習」が初めて開講された。前

年度から担当教員による会議が行われ、其々が授業計画を建て実施されたが、終了後に実施し

た担当教員へのアンケートを見ると、概ね計画通りに実施できた場合と、計画どおりに進まな

かった場合がある。次年度以降は、問題点を改善できるようアンケート結果を参考にしていき

たい。

2．組織および配置

平成 25年度の教員、職員の配置は次のとおりである。

教員：センター長（兼務） 1名

センター教員（兼務） 2名

教職教育担当特任教授 2名

職員：教職支援課 課長 1名、係長 1名、課員 1名

派遣職員 2名（合計：専任 3名、派遣 2名）

センター長および、教職教育担当特任教授の業務内容も変更なく運営に携わっていただいた。

教職教育センター室の開室時間

平成 21年度 9 : 00～17 : 30

平成 22～25年度 9 : 00～11 : 20 12 : 20～17 : 30

────────────────
＊大阪大谷大学教職教育センター長
＊＊大阪大谷大学教職支援課長

＊＊＊大阪大谷大学教職支援係長
＊＊＊＊大阪大谷大学教職支援係
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Ⅱ．業務内容

1．教職支援課の役割

これからの教員に求められる資質能力の一つに「『学び続ける教員像』の確立」とあるが、

教職教育センターでは在学生はもとより、卒業生へのサポート拠点としての役割も担ってい

る。平成 25年度は、教科だけでなく教職に関する専門的知識の向上を目指し、十分な配慮を

もって学生指導に努めた。本学に入学し、学生自身の目標に向かって、大学で何を学ぶのかを

真剣に考え、社会に貢献できる教員となって巣立ってほしいと願っている。

2．委員会

教職教育センター運営会議をはじめ教育職員養成課程委員会（以下、教職課程委員会と表

記）、教職対策委員会、教職研究開発委員会を 3本柱にしてセンターを運営している。

センター運営会議

第 1回

日時：平成 25年 10月 23日（水）12時 15分～13時 00分

場所：センター会議室

議題：平成 25年年度 教採の振り返りについて

行事内容について

教職課程委員会

第 1回

日時：平成 25年 4月 17日（水）12時 20分～12時 50分

場所：センター会議室

議題：教職課程委員長選出について

平成 25年度の教育実習等（訪問担当）について

平成 25年度免許更新講習実施について

平成 25年度教職課程予算について

第 2回

日時：平成 25年 6月 26日（水）16時 20分～17時 30分

センター運営会議

教職課程委員会 教職対策委員会 教職研究開発委員会

平成 25年度 「大阪大谷大学教職教育センター」事業報告

― ６６ ―



場所：センター会議室

議題：平成 25年度「介護等の体験」共通理解および和泉支援学校受付について

免許状更新講習規程（案）について

文化財学科の名称変更届けについて

「教職実践演習」実施について

科目等履修生の「教職実践演習」について

第 3回

日時：平成 25年 11月 13日（水）12時 15分～13時 00分

場所：センター会議室

議題：「教育職員養成課程に関する規程」改訂について

平成 25年度「教育実習」の課題について

平成 25年度「介護等の体験」の課題について

「免許状更新講習規程（案）」について

第 4回（教職対策委員会・教職研究開発委員会合同）

日時：平成 25年 12月 4日（水）15時 50分～16時 30分

場所：3−208（授業模擬実践室）

議題：「100名合格プロジェクト（案）」について

第 5回

日時：平成 26年 2月 26日（水）16時 00分～17時 20分

場所：センター会議室

議題：平成 26年度「教育実習日誌」「教育実習依頼について（内諾冊子）」について

平成 25年度「教育実習」について

教職対策委員会

第 1回

日時：平成 25年 7月 3日（水）12時 20分～12時 45分

場所：センター会議室

議題：「基礎学力向上講座（タニ☆スタ 6）」実施報告について

平成 25年度関東地区教員採用選考テスト会場へのバス運行について

教員採用選考テスト出願状況について

「教職基礎演習」について

第 2回（教職課程委員会・教職研究開発委員会合同）

日時：平成 25年 12月 4日（水）15時 50分～16時 30分

場所：3−208（授業模擬実践室）

平成 25年度 「大阪大谷大学教職教育センター」事業報告
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議題：「100名合格プロジェクト（案）」について

第 3回（メール会議）

日時：平成 25年 12月 25日（水）

場所：メール配信による

議題：平成 26年度「教職基礎演習」担当者について

教職研究開発委員会

第 1回（メール会議）

日時：平成 25年 5月 2日（木）

場所：メール配信による

議題：委員長・副委員長の選出

第 2回（教職課程委員会・教職対策委員会合同）

日時：平成 25年 12月 4日（水）15時 50分～16時 30分

場所：3−208（授業模擬実践室）

議題：「100名合格プロジェクト（案）」について

3．教職課程・教育実習・介護等の体験

《教職課程》

平成 25年度入学生では、文学部日本語日本文学科、文化財学科、教育学部教育学科、人間

社会学部人間社会学科、スポーツ健康学科の 5学科に教職課程が設けられている。

本学で取得できる免許状は、幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状、中学校教諭一

種免許状（国語・外国語（英語）・社会・保健体育）、高等学校教諭一種免許状（国語・外国語

（英語）・地理歴史・公民・保健体育・福祉）、特別支援学校教諭一種免許状（領域：知的障害

・肢体不自由・病弱）。

《教育実習》

教育実習に行く前年度に、教育実習内諾オリエンテーションを実施し出席する人数等で教育

実習を希望する学生数を把握している。平成 23年度から平成 25年度の人数は表 1のとおりで

ある。（「教育実習生数」には、科目等履修生を含む。）

平成 25年度 「大阪大谷大学教職教育センター」事業報告
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《介護等の体験》

センターで業務を開始して 4年が経過した。新しく浮上した問題点を考慮し、オリエンテー

ションの実施方法等は毎年改善を試みている。平成 24年度は、出席率は向上したが、オリエ

ンテーション終了から体験開始までの期間が長い場合、モチベーションが下がる問題点があ

り、平成 25年度前期申込み学生からは、体験 1か月前に直前オリエンテーションを実施する

ことにした。その目的は、体験に対する心構えを再度確認するもので、昼休みを利用して実施

した。これにより、体験意欲の向上につながり提出書類の不備などが激減した。

表 1 内諾オリエンテーションおよび教育実習生数一覧

年度 校種 内諾オリエンテーション出席者数 教育実習生数

23年度
実習

幼稚園 103 102

小学校 147 139

中・高等学校 179 154

特別支援学校 115 101

計 544 496

24年度
実習

幼稚園 68 63

小学校 162 152

中・高等学校 169 149

特別支援学校 102 95

計 501 459

25年度
実習

幼稚園 103 96

小学校 102 128

中・高等学校 162 130

特別支援学校 110 104

計 477 458

平成 25年度「介護等の体験」オリエンテーションの流れ

平成 25年度 「大阪大谷大学教職教育センター」事業報告
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しかし、一部の学生においては、オリエンテーションの内容を理解しないまま体験に行き、

施設へご迷惑をかける事態になる場合がある。今後も「介護等の体験」の意義や内容理解に重

点を置き指導に努めていきたい。

表 2 介護等の体験者数

学科
申込者数 終了者数※

前期 後期 前期 後期

平成 23年度

日本語日本文学科 9 10 8 10

英米語学科 1 13 1 13

文化財学科 7 2 4 1

教育福祉学科 13 72 12 71

人間社会学科 9 43 9 38

科目等履修生 0 1 0 1

計 39 141 34 134

平成 24年度

日本語日本文学科 15 4 12 4

英米語学科 3 5 3 5

文化財学科 4 3 4 3

教育福祉学科 23 96 21 91

人間社会学科 24 27 21 25

科目等履修生 0 2 0 2

計 69 137 61 130

平成 25年度

日本語日本文学科 4 9 4 9

英米語学科 5 11 5 10

文化財学科 9 7 7 7

教育福祉・教育学科 26 116 23 113

人間社会学科 11 60 8 58

科目等履修生 0 2 0 2

計 55 205 47 199

※…施設 5日間、支援学校 2日間両方の体験終了者数

平成 25年度 「大阪大谷大学教職教育センター」事業報告
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4．免許状更新講習

今年度は、平成 24年度と同じく 4講習を実施した。

5．教職教育センターレポート

専任教員には、教職教育センターで実施している行事の案内や、教員採用試験の情報を報告

し、センターの存在を PR する手段として「教職教育センターレポート」をメール配信してい

る。

今年度の内容は以下のとおりである。

号 数 配信年月日・内容

25−1号 平成 25年 5月 14日

・「教師のお仕事入門」（小学校体験）のご案内

・「教採学内セミナー」のご案内

・教育実習について

・介護等の体験について

25−2号 平成 25年 6月 13日

・H 26年度採用 教員採用試験 関東地区へのバス運行について

・一次試験の面接対策実施中です。

25−3号 平成 25年 7月 23日

・H 26夏期集中 教員採用試験「一般教養対策講座」のご案内

・関東地区受験バス運行の報告

・9月に実施する「教師のお仕事入門」のご案内

表 3 免許状更新講習参加者数

年度 講座名 領域 実施日 時間数 定員 受講者数

平成
23年度

特別支援教育講座 選択 8月 1日（月）～3日（水） 18 50 73

幼児教育講習 選択 8月 4日（木） 6 60 35

学校教育講習 選択 8月 5日（金） 6 60 31

計 139

平成
24年度

特別支援教育講座 選択 8月 3日（金）～7日（火） 18 50 57

幼児教育講習 選択 8月 6日（月） 6 60 17

学校教育講習 選択 8月 7日（火） 6 60 21

中学・高等学校教育講習 選択 8月 8日（水） 6 60 8

計 103

平成
25年度

特別支援教育講座 選択 8月 2日（金）～6日（火） 18 50 44

幼児教育講習 選択 8月 5日（月） 6 60 13

学校教育講習 選択 8月 6日（火） 6 60 4

中学・高等学校教育講習 選択 8月 7日（水） 6 60 4

計 65

平成 25年度 「大阪大谷大学教職教育センター」事業報告
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6．大阪大谷大学教職教育センター紀要

「大阪大谷大学教職教育センター紀要」第 5号を発行。

Ⅲ．大学教育・学生支援推進事業（学生支援推進プログラム）の継続

名称：『免許を「とりたい」から教員に「なりたい」へつなぐ学生就職支援』

期間：平成 21年度～平成 23年度

内容：『教師の仕事入門講座』『学力向上基礎講座』『現場実践経験基礎講座』

1．『教師の仕事入門講座』、『現場実践経験基礎講座』

継続事業として「教師のお仕事入門」「実践アクセス講座」を実施している。「教師のお仕事

入門」は、近隣の小学校、中学校、高等学校にご協力いただき学校現場を訪問し、児童・生徒

との交流を目的としている。「実践アクセス講座」は、現職教員、指導主事等の講師をお招き

し、学校現場の現状を講義していただく授業を公開している。これらは、現場経験のない学生

に、実践的指導力を身につける貴重な機会と考えている。今年度の「実践アクセス講座」は、

表 4のとおり実施した。

表 4 平成 25年度「実践アクセス講座」一覧

月日 テーマ 講師 科目
1 4月19日（金） 教職をめざすにあたって大切にしたいこと 墨村 未来士 学校教育演習Ⅱ
2 4月26日（金） 教員をめざすにあたって 松本 康克 学校教育演習Ⅱ
3 5月10日（金） 学力の向上をめざして 長見 元雄 学校教育演習Ⅱ
4 5月17日（金） 生徒指導の課題「いじめ・不登校を中心に」 大槻 亮志 学校教育演習Ⅱ
5 5月24日（金） 人権教育の課題 明石 一朗 学校教育演習Ⅱ
6 10月18日（金） 小学校における総合的な学習の実践 上山 清貴 総合的学習の研究
7 10月18日（金） 学級集団づくりの実践 大西 亮一 学校教育演習Ⅰ
8 11月 1日（金） 小学校における総合的な学習の実践 矢野 智史 総合的学習の研究
9 11月 1日（金） 生徒指導、学習指導で大切にしたいこと 熊谷 啓子 学校教育演習Ⅰ

10 11月22日（金） 中学校における総合的な学習の実践 森山 伸治 総合的学習の研究
11 11月22日（金） 授業づくりの実際 山本 章 学校教育演習Ⅰ
12 1月10日（金） 教員を目指すにあたって大切にしたいこと 岩井 智代子 学校教育演習Ⅰ

平成 25年度 「大阪大谷大学教職教育センター」事業報告
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2．『学力向上基礎講座』

平成 24年度からの継続事業である「基礎学力向上講座」（学内通称名「タニ☆スタ 6」）は、

2年目を迎えた。前年度のクラス編成に改良を加え、理解度別にクラスを設置し、学生が自分

に合ったクラスを選べるようにした。開講時間は、授業終了後の 6限を利用している。受講者

募集のために、図 1のチラシを作成し全学生に配付した。受講を希望する学生のクラス分けテ

スト受験結果と、提出された受講希望理由書でクラス分けを行った。前期実施の 2クラスは、

7月の教員採用試験を目前にした学生が受講しているせいか意気込みが感じられる講義風景だ

った。

「通年 5教科発展クラス（C クラス）」は、受講希望者が募集定員を大幅に超えたため急遽

「C′クラス」を設けた。「通年理系クラス（D クラス）」も理解度別に「D′クラス」を設け、な

るべく学生の希望に添えるように配慮した。

昨年度の課題であった選に漏れた学生への対応として、C′や D′を設定したことにより学生

の満足度は上がったと考える。

図 1 「タニ☆スタ 6」チラシ

平成 25年度 「大阪大谷大学教職教育センター」事業報告
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Ⅳ．行事報告

センターで実施する行事は、前年度末に翌年度 1年間分の行事を計画するが、実際に新年度

が始まり、教員採用の動向や学生のニーズに合わせ、計画を変更する場合も多い。

表 5 「タニ☆スタ 6」クラス別受講者数

学部 学科 学年 A B C D E 合計

文学部

日本語
日本文学科

4 2 2 4

3 3 3

2 1 2 3

1 1 1

英米語学科
4 2 2

3 1 1

文化財学科 4 1 1

教育福祉学部 教育福祉学科 4 14 5 1 20

教育学部 教育学科
3 10 3 4 17

2 4 9 10 23

1 21 11 9 41

人間社会学部
人間社会学科

4 1 2 3

3 1 1

1 1 1 2 4

スポーツ健康
学科

2 1 1

1 3 3

合計 18 13 38 28 31 128

表 6 「タニ☆スタ 6」ダッシュクラス別受講者数

学部 学科 学年 C′ D′ 合計

文学部
日本語日文学科

3 1 1

2 2 2

文化財学科 2 2 2

教育学部 教育学科
3 10 5 15

2 2 2

1 13 3 16

人間社会学部
人間社会学科 3 1 1 2

スポーツ健康
学科

2 4 4

1 1 1

科目等履修生 1 1

合計 30 16 46
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今年度特記すべき行事は下記のとおりである。

1．人間社会学部との連携

昨年に引き続き、人間社会学部 1回生の「基礎ゼミⅠ（学習技術）」の授業時間に、教職に

関する情報提供を行った。

日時：平成 25年 11月 13日（水）2限

対象：人間社会学部 1回生 191名

（内訳：人間社会学科 80名、スポーツ健康学科 111名）

その後、12月 3日に実施した 1回生対象「教職オリエンテーション」の参加者のうち人間

社会学部は、昨年の 2名から 4名へと増加。また、11月 13日の話を聞いた学生が昨年よりも

多くセンターを訪れ、参考書の貸出等に効果が表れた。

人間社会学部 1回生への参考書貸出件数：H 25「4件」（H 24は「0件」）

他にも、人間社会学部教員の協力を得て、ゼミ単位でのセンターツアーを実施した。センタ

ー内を案内するとともにセンターの役割や支援内容及び教員採用試験の概要などを説明した。

これらの取り組みは、早期からの意識付けにつながるので、他学部にも広げていきたいと考

えている。

2．4回生対象「面接対策講座」

教員採用試験直前の前期に 7回実施している。内容及び使用テキストを平成 25年度より一

新した。テキストは書き込み式で、自分で完成させるタイプのものを使用し、講座の内容は、

グループワーク等の演習形式が中心で、適宜、教員よりコメントやアドバイスを入れ進行し

た。学生がお互いに良いところや改善点に気付き、モチベーションアップにつながるよう構成

した。

参加者数：述べ 226名（平成 24年度 308名）

前年度より、80名程度の減少となっているが、受験生が多い大阪府や大阪市の教員採用試

験で、教師塾修了等による一次試験免除者が 32名いたことを考えると、減少したと一概には

言えない。むしろ学年全体に意欲や活気があったと捉えている。

3．エントリーシート対策

教員採用試験募集要項の発表時期が早まっていることなどから、試験対策を早める必要性が

あり、後期授業終了後に教職オリエンテーション「エントリーシート対策」を実施した。

日時：平成 26年 2月 26日（水）4限

（「教員採用筆記試験講座」の日程に合わせて実施）

参加者数：64名
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4．教員チャレンジテスト（仮称）対策

大阪府教育委員会は、平成 25年 10月 25日の教育委員会議で、平成 26年度より大学 2・3

回生や社会人を対象とした「教員チャレンジテスト」を実施し、教職教養などについて一定水

準をクリアすれば、翌年度から 2年間、大阪府教員採用選考テストの 1次選考における筆答テ

ストを免除することを決めたと、新聞各紙で報道された。

後期授業終了後は、例年「一般教養対策講座」と「教職教養対策講座」を実施しているが、

急遽 1・2回生を対象とした「チャレンジテスト対策講座」を企画し、実施することとした。

一般教養や教職教養の講座も、年々受講者が増加する傾向にあるが、昨年まであまり受講し

ていなかった 1・2回生がチャレンジテスト実施の話に敏感に反応し対策講座を受講している

ことで、今までより早い時期から教員採用試験を意識していると考えられる。

ここに挙げた以外の行事参加人数は、次頁表 8のとおりである。

以上、平成 25年度の教職教育センター事業活動をまとめた。

平成 26年度も、センター教職員一同新たな気持ちで、教職を目指す学生の支援を一層充実

させていきたいと願っている。

表 7 春季対策講座受講者数

平成 24年度 平成 25年度
学年 1 2 3 4 計 1 2 3 4 計

一般教養対策講座 3 6 55 4 68 0 2 92 0 94

教職教養対策講座 7 3 71 6 87 1 5 115 0 121

チャレンジテスト対策講座 30 44 1 0 75

合計 10 9 126 10 155 31 51 208 0 290
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表 8 行事参加人数表
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【事業報告】

教師のお仕事入門
──教師をめざして、自主的な学びへのプロローグ──

浦部 孝英＊

1．はじめに

1回生の時点では、学生の「教職に対するモチベーションの程度」は様々である。「教員免

許の取得」をゴールとする学生もいれば、「教員採用選考テスト（以下「教採」という。）の合

格」を夢とする学生もいる。教職教育センター（以下「センター」という。）では、一人でも

多くの学生がその夢を達成することができるように各種の事業を展開しているところである

が、例えば、公開講座として実施している「実践アクセス講座」は、「大学に居ながらにして

学べる学校現場という仕掛け」であり、前者、後者どちらの学生にとっても、「教育現場を理

解する」ことのできる有り難い講座となっている。しかし、「学生の自主性を引き出す」とい

う視点で見れば、その期待値は低く、どちらかと言えば、受け身的な仕掛けとなっている。

これに対して、「教師のお仕事入門」事業は、後者はもちろん、前者の学生にとっても、個

人ではなかなか体験できない学校現場に「1回生の段階で体験できる仕掛け」となっている。

教室での児童・生徒の笑顔や、ひたむきに教える教師の姿など、学生の心の琴線に触れるよう

な出来事や出会いにより、その後の大学生活において、教職への高いモチベーションを保持す

るとともに、「夢の達成に向けての自主的な学び」をスタートさせるきっかけとなることが期

待されている。

この稿では、本事業の本年度の概要について報告するとともに、入門を体験した学生の意識

変化にも触れながら、その成果と今後の課題について記すことにする。

2．目的

（1）小学校・中学校・高等学校を自主的に訪問し、現在の学校現場の実態を学ぶことで、「自

分なりの教師像」について考える。

────────────────
＊大阪大谷大学教職教育センター担当教授
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（2）児童・生徒の学びの様子を知るとともに、教職員の職務の一端を間近で体験し、理解を深

めることで、教師として必要な資質や能力の向上を図ろうとする意欲を養う。

3．対象者

（1）文学部（日本語日本文学科、文化財学科）・教育学部（教育学科）・人間社会学部（人間社

会学科、スポーツ健康学科）の 1回生で、職業選択の一つとして、教職を視野に入れてい

る学生。

（2）社会人としての自覚をもち、児童・生徒が学ぶ教育現場にふさわしい態度や行動等を遵守

できる学生。

4．体験受入校・実施日時・参加人数

◆事前説明会

①平成 25年 5月 29日（水）昼休み……6/5（水）、7/3（水）実施分

②平成 25年 7月 26日（金）昼食み……9/10（火）、9/17（火）、9/19（木）実施分

③平成 26年 1月 21日（火）昼休み……2/4（火）、2/12（水）、2/13（木）実施分

◆小学校……富田林市立錦郡小学校

第 1回 平成 25年 6月 5日（水）午前中……43名

第 2回 平成 25年 7月 3日（水）午前中……29名

第 3回 平成 25年 9月 19日（木）全日……22名

◆小中一貫校……さつき野学園（堺市立さつき野小学校・堺市立さつき野中学校）

前期 平成 25年 9月 10日（火）終日……12名

後期 平成 26年 2月 12日（水）終日……5名

◆高等学校……大阪府立富田林高等学校

前期 平成 25年 9月 17日（火）午前中……9名

後期 平成 26年 2月 4日（火）午前中……5名

◆高等学校……大阪府立河南高等学校

前期 平成 25年 9月 18日（水）午前中……9名

後期 平成 26年 2月 13日（木）午前中……5名

教師のお仕事入門
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5．実施概要

（1）小学校

まず、校長先生より、錦郡小学校の取組みや児童の様子等の説明を受けた。その後、各

学級や支援学級に分かれ授業参観をさせていただいた。第 3回（9月実施）は全日体験で

あったので、授業の参観だけでなく、給食や掃除、休み時間等を通じて児童と交流するこ

とができ、児童理解をさらに深めることができた。

終了後、毎回必ず参加学生全員が当日の感想を発表し合う「振り返り活動の時間」を設

定している。この取組みは、「教師になりたいという学生の思い」が、この入門を通して

どのように変化していったかをお互いに共有しあえる有意義な時間となった。

（2）小中一貫校

まず、副学園長先生より、小中一貫教育の取組みの様子や、教員として働く喜びなどの

説明を受けた後、校舎の案内をしていただいた。小学校の敷地と中学校の敷地は、元々、

バス通りを挟んで併設されていたが、一貫校となるのを機に、そのバス通りの上に「なか

よしばし」と名付けられた連絡橋が設置され、児童・生徒が、雨に濡れることなく往来す

ることが可能になったという。

3・4時限目の授業参観は、学生たちが希望する校種・学年・教科の教室に分かれて自

由に参観させていただいた。

昼休みは、児童・生徒と一緒に給食や弁当を食べ、その後の清掃活動にも参加した。

学生は、5時限目も引き続き「なかよしばし」を自由に往来しながら、一貫校ならでは

の 9年間の子どもの学びの様子を参観させていただいた。9年間を「4・3・2制」に区切

って見通し、発達段階に応じて教育課程を工夫するなど、子どもを取り巻く様々な教育課

題に対して、最新の解決方法の一例を目の当たりにすることができた。

（3）高等学校

最初に、校長先生と教頭先生より学校概要の説明を受けたあと、3・4時限目の授業を

参観させていただいた。学生は、各自が取得予定の教科の授業を中心に参観した。

高校を卒業してまだ間もない 1回生の段階で、自主的に高校現場に足を運ぶことで、教

育実習に赴く前に、教師の視点で学校教育を認識することができただけでなく、先生方

が、生徒との触れ合いを通しながら様々な取組みや工夫をされていることを知ることがで

きた。

教師のお仕事入門
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授業参観後の「振り返り活動の時間」では、校長先生や教頭先生から、大阪府立高等学

校の再編整備や学区制の課題等の説明に加えて、教職員の服務や人事評価制度の概要など

のお話も伺うことができた。教育公務員特例法など、一般公務員とは異なる心得が必要な

この職業の特性の一端を知ることができた。

6．学生の学び・意識変化

（1）小学校

�今まで思い描いていた教師像と実際に現場で教えている教師とでは思っていた以上に異な

っていて驚きました。1日とはいえ、学校現場の臨場感や緊張感が分かり本当に良かった

です。

�将来教師になるのなら、もっとしっかりしないといけないと思いました。クラスをまとめ

なければならないし、一人ひとりの個性を伸ばさなくてはならない。これからもっと勉強

して素晴らしい小学校の先生になりたいと思いました。

�中学生の時に職場体験で小学校に入って以来の現場でした。初めて、教師の立場で現場を

見て、責任の重大さを感じましたが、今回の「お仕事入門」で、先生になりたいという意

欲がさらに高まりました。

�授業中に子どもたちを集中させる方法や、安全を確保するための約束ごとの教え方など、

今まで見えていなかったことがたくさん見えた気がします。現場でたくさんメモしたこと

を活かして、自分の夢である教師につなげられるようにしたいと思いました。

（2）小中一貫校

�小学校か中学校の教師になりたいと考えていましたが、9年間というスパンの中で、一貫

性のある生徒指導や学習指導を継続することの有効性をお聞きして、小中連携の大切さと

いうものが初めて分かったような気がしました。

�1年生から 9年生（＝中学 3年生）が一緒に掃除や委員会活動を行うことや、学年を超え

て交流する機会がたくさん設けられていることに驚きました。小中一貫教育の良さの一面

を発見でき、多くのことを学びました。

�3年生の英語の授業では電子黒板を使用したり音楽を流したりしていて、異文化の言葉を

楽しくわかりやすく伝えていたことが印象に残りました。また、給食を一緒に食べてみ

て、食育の重要さも改めて実感させられました。直接子どもたちから「こんにちは」とい

う挨拶をされてとてもうれしく感じました。現場を見ることの大切さがよくわかった「お

仕事入門」でした。

教師のお仕事入門
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�コミュニケーション能力を育成しやすくするために、教室の机の配列が、子ども同士で相

談しやすい「コの字型」になっていました。1年生の教室では活発に意見が出ていました

が、8年生の教室に行くと、思春期の影響で恥ずかしいのか、コミュニケーションが取り

づらくなっている場面もあることがよくわかりました。また、中学生が小学生の給食の準

備や掃除を手伝うなど、実社会において必要な異年齢の触れ合いを学ばせることも一貫教

育のめざすものだと知りました。今日の体験をもとに大学生活を精一杯頑張り、早く先生

になりたいと強く思いました。

（3）高等学校

�高校を卒業してまだ半年の私が、今回こうして先生の立場で高校の授業を見学させていた

だくというのは、少し不思議で刺激的な体験でありました。今の自分の力では教採合格は

到底及ばないことを改めて知ったうえで、「やはり教師になりたい！」と思えた「お仕事

入門」でした。

�教育学部の大学生として高校の英語授業を見てみると、先生方の授業の進め方や工夫に

は、常に生徒やクラスの実態を考慮していることが見て取れました。「生徒一人ひとりが

自分で勉強しようと思うような授業づくりが理想」とおっしゃっていたのが印象的でし

た。

�「教科の力を身につけなければ生徒はついてこない。」という考え方と「人間的な魅力を

身につけなければ生徒はついてこない。」という考え方があることが分かりました。真逆

のように聞こえますが、両方の力を併せもった教師になれるように大学生活を送っていき

たいと思います。

�今回の「お仕事入門」ではたくさんの収穫があり、貴重な体験となりました。教師という

仕事が想像していたより何倍も難しいということが少し分かった気がしました。また、社

会のニーズに応じた教育の大切さということも教えていただき、それに応えられる良い教

師になるために大学生活でより多くのことを学ぶ必要があることに気づきました。

7．成果と課題

（1）成果

学生のモチベーションの高さに応じて、さまざまな成果があったと思われるが、ここでは主

に、二点に絞って記すことにする。

一点目は、学校現場を訪問して、多くの学生が初めて「教師の視点と立場」で学校を見るこ

とができ、その結果、1回生の段階で、教職へのモチベーションをより高くすることができた

教師のお仕事入門

― ８３ ―



点である。学生の言葉を借りると、いわゆる「やる気スイッチが入った。」ということである。

本学の 4回生で教員採用選考テストに合格した学生たちに「いつごろから本気になって教員

になるための努力を始めたのか。」と尋ねると、その多くが「3回生の後半くらいから。」と答

え、「もっと早くから本気モードになっておけば良かった。」と振り返ってくれた。その本気モ

ードになるための「秘訣は何か」の質問には「教育実習よりも早い段階で学校現場を知り、子

どもと触れ合う機会をもつこと。」と答えてくれた。その心は、「緊張はするけれども、学校現

場に自ら足を踏み入れて、先生方や子どもたちと同じ空気を吸う体験を継続していると、教員

になりたいという『漠然とした思い』が、いつしか『確固たる信念』に変わっていきました。

学校現場に行くことで少し忙しくはなったけれど、日々の大学生活に目的意識が芽生え、メリ

ハリのある大学生活が送れるようになりました。」と答えてくれた。どうすれば本気になれる

のかの答えの一つが「教師のお仕事入門」体験の中にありそうである。

二点目は、小中一貫校を体験した学生たちが「9年間のスパンで義務教育を継続すること」

の大切さを学んだことである。

「総合的な学力を向上させるために、自尊感情や規範意識をいかに醸成するか。」という今日

的な教育課題に対して、即効性のある解決策ではないものの、新たな「4・3・2制の学校の仕

組み」や「義務教育 9年間を見通した子どもの育ちと学びの系統性」を意識した教師の取組み

を垣間見ることができたことは、将来どの校種を志望する学生であれ、実に有意義なことであ

ったと思われる。

学生たちは、「子どもの視点と立場」から見えてきた課題に対し、子どもの発達段階に応じ

た一貫性のある生徒指導や学習指導を継続することの大切さを学ぶことができた。

昨今、自治体によっては、小中一貫教育の推進を視野に入れた教員採用選考枠を設けるとこ

ろもある。学生たちは、自分の志望校種と異なる校種に身をおくことで、子どもの発達段階に

応じた教育の在り方を実感し、自分がどの成長過程での教師として適しているのかを見極める

絶好の機会となったのではないだろうか。

（2）課題

小学校の体験校は本学と隣接しているため、大学の授業期間中である 6月と 7月に実施可能

で、本年も多数の参加者があったが、反面、授業の空き時間を利用した体験となるため、小学

校での滞在時間が限られてしまった。一方、9月の場合、大学の長期休業中であるので、参加

者は時間的に余裕があり、給食指導も含めて様々な教育活動を体験することができた。今後

は、大学の授業期間中に学生がゆとりをもって実施できるような本学の体制作りを検討するこ

とが望まれる。

小中一貫校については、前期・後期とも大学の長期休業中の実施であるため、じっくりと参
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観・交流体験ができるが、参加者が少ないという課題が残った。今日的教育課題の一つであ

る、いわゆる中 1ギャップ等への対応策を体感するためにも、一貫校での体験は大変貴重であ

るため、参加者数を増やす働きかけを徹底していきたい。

高等学校については、本年度は前期・後期とも 2校に受け入れていただくことができたが、

見学を希望する教科が集中するため、教科ごとの参加可能人数について、受入校との調整が今

後も必要である。

8．終わりに

卒業時に教員免許を取得する学生は数多くいるが、1回生の時点で実施されるこの「教師の

お仕事入門」に参加する学生はそれほど多くない。しかし、入門を体験した学生の意識変化に

もあったように、「今の自分の力では教採合格には到底及ばない。」ことを改めて知ったうえで

「やはり教師になりたい！」という夢をあきらめさせない最も効果的な方法は、この「教師の

お仕事入門」のような、「少しでも早い時期の仕掛け」なのではないだろうか。社会状況を鑑

みて、学外実習を 1年次からカリキュラムに組み入れ始めた大学や、高校生を対象に教採セミ

ナーを開催している自治体や大学もあるくらいである。4回生になって「敵を見て矢を矧ぐ」

ことのないように、1回生のうちから「敵を知り、己を知る」ことのできる仕掛けの充実・拡

大が求められている。

今後、教師を志す学生の多くが 1、2回生のうちに「学校現場を継続的に体験」できる態勢

が整えられれば、学生は自分が見聞した体験に基づいて教師像を描き、大学において「自主

的」かつ「モチベーションの高い」学びを継続しやすくなると思われる。大阪大谷大学でその

ような学びを獲得した多くの学生が教採合格を勝ち取り、現場経験を重ねるにしたがって、

続々とその能力や資質を開花させることを願うとともに、子どもや保護者から信頼される教師

となり、子どもとともに生涯学び続ける教師として成長してくれることが、我々、教職教育セ

ンター教職員の夢なのである。
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